
あ
る
年
の
２
月
１
０
日
か
ら
１
１
日
に
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
一
扇
ノ

金
目
山
稜
線
を
辿
り
、
赤
倉
ピ
ー
ク
、
巌
鬼
山
の
肩
、
山
頂
、
岳
へ
と
岩
木
山
を
北
東

か
ら
南
西
に
縦
断
し
た
。
途
中
腰
ま
で
の
積
雪
で
深
い
ラ
ッ
セ
ル
、
ガ
リ
ガ
リ
の
ク
ラ

ス
ト
、
マ
イ
ナ
ス
３
０
℃
以
下
の
低
温
、
４
０
ｍ
を
越
え
る
強
風
に
遭
っ
た
。
そ
の
た
め

翌
日
は
１
０
時
間
以
上
の
行
動
と
な
り
、
顔
面
と
首
筋
に
凍
傷
を
う
け
た
。
視
界
が
ほ

と
ん
ど
利
か
な
い
中
、
固
い
雪
面
を
登
る
。
時
に
は
軟
雪
の
壁
を
雪
崩
の
恐
怖
に
苛
ま

れ
な
が
ら
、
も
が
く
よ
う
に
登
る
。
ひ
と
と
き
の
安
息
も
な
い
。
行
く
手
を
阻
む
巨
大

な
雪
の
塊
は
コ
メ
ッ
ガ
林
が
作
り
だ
す
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
だ
。

凍
え
る
大
気
の
中
で
西
の
天
空
常
一
け
が
一
瞬
の
薄
明
に
覆
わ
れ
た
。
「
天
気
は
西
か

凍
え
る
白
狐
沢
両
岸
稜
線

Ｍ
奴
Ｉ
ｗ
ａ
ｋ
１
ｌ
ｃ
Ｃ
ｍ
ｓ
ｅ
ｒ
幻
ａ
雄
Ｉ
Ｃ
、
Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
Ｃ
ｉ
ａ
半
膀
Ｗ
ｏ
ｎ

岩
木
山
を
お
匂
え
る

会
報
第
四
十
一
号
二
○
○
七
年
二
月
十
日
発
行

》＄
》霧
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蕊；

＊
事
務
局
か
ら
＊
編
集
後
記
…
８

目
次

＊
は
じ
め
に
．
鯵
ヶ
沢
ス
キ
ー

場
ゴ
ン
ド
ラ
通
年
営
業
を
恐
れ

る
…
１

＊
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
弘
前
公
園

有
料
化
に
反
対
」
の
意
思
表
示

を
…
２

＊
特
別
展
「
岩
木
山
の
野
鳥
た

ち
」
案
内
と
出
展
依
頼
…
２

＊
第
４
０
回
自
然
観
察
会
の
案

内
…
３

＊
「
林
野
庁
に
よ
る
国
有
天
然

林
の
破
壊
を
告
発
す
る
」
署
名

用
紙
送
付
に
つ
い
て
…
３

＊
２
０
０
７
年
度
総
会
の
案
内
と
議

案
に
つ
い
て

…
３

＊
ま
だ
ま
だ
あ
る
山
麓
の
巨
大
ゴ

ミ
・
ホ
テ
ル
／
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
「
旅

籠
」
の
実
態

…
６

＊
「
》
壜
伝
子
組
み
換
え
植
物
の
恐

怖
・
自
然
保
護
の
視
点
か
ら
考
え

る
つ
ど
い
」
の
報
告

…
７

は
じ
め
に

Ⅱ
鯵
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
ゴ
ン
ド
ラ
の
通
年
営
業
を
恐
れ
る
Ⅱ

「
１
９
８
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
森
吉
山
の
山
岳
ス
キ
ー
場
建
設
を
め

ぐ
っ
て
一
番
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
現
実
化
し
て
き
た
。
」
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
ゴ
ン
ド
ラ
の
通
年
営
業
で
あ
る
。
『
森
吉
山
登
山
、
と
り
わ
け
本

峰
の
登
山
は
、
一
年
中
、
簡
単
に
可
能
と
な
り
、
山
の
荒
廃
は
加
速
す
る

一
方
で
あ
る
。
森
吉
山
本
峰
な
ど
は
、
も
は
や
、
ま
じ
め
な
登
山
の
対
象

か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
森
吉
山
に
登
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
、
フ
ン

と
相
手
に
さ
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
』
と
い
う
記
事
を
秋
田
県
自
然
保
護

団
体
連
合
連
絡
報
に
見
た
。

そ
し
て
、
直
ぐ
に
鯵
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
に
思
い
が
巡
っ

た
。
ス
キ
ー
場
は
こ
れ
ま
で
冬
以
外
に
「
大
館
鳳
鳴
高
校
遭
難
遺
族
の
慰

霊
祭
」
と
「
秋
の
紅
葉
観
覧
」
の
た
め
に
ゴ
ン
ド
ラ
を
運
行
し
て
い
る
。

前
者
は
許
さ
れ
る
に
し
て
も
…
（
慰
霊
祭
の
た
め
に
善
意
の
運
行
で
あ
る

と
の
姿
勢
も
、
秋
の
紅
葉
観
覧
と
い
う
営
利
に
結
び
つ
け
る
布
石
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
考
え
す
ぎ
だ
ろ
う
か
）
…
そ
も
そ
も
ゴ
ン

ド
ラ
設
置
と
運
行
は
ス
キ
ー
客
の
搬
送
の
た
め
だ
け
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
許
可
の
範
囲
も
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
多
数
の
客
が
あ

の
地
点
（
標
高
９
６
０
ｍ
）
ま
で
行
く
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
物
理
的
な
条

件
は
「
数
メ
１
ト
ル
の
積
雪
」
が
あ
る
積
雪
期
で
あ
り
、
積
雪
に
保
護
さ

れ
て
地
表
の
植
生
が
踏
み
荒
ら
し
に
遭
わ
な
い
と
い
う
事
実
を
元
に
し
た

も
の
だ
。
し
か
し
、
積
雪
の
な
い
時
季
は
こ
の
条
件
に
は
全
く
そ
ぐ
わ
な

い
だ
ろ
う
。

森
吉
山
の
よ
う
に
通
年
ゴ
ン
ド
ラ
が
運
行
し
、
観
光
客
や
登
山
者
を
運

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
岩
木
山
に
あ
る
五
本
の
登
山
道
の
中

で
こ
こ
の
長
平
登
山
道
は
一
番
自
然
度
が
高
い
。
言
い
換
え
る
と
そ
れ
ほ

ど
に
こ
の
登
山
道
を
利
用
す
る
登
山
客
や
登
山
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
本
会
で
は
こ
の
長
平
登
山
道
の
自
然
度
を
高
い
ま
ま
で
保
護
し
よ
う

と
数
年
来
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年
度
は
「
客
観
的
」
で
「
体
系
的
」
な ⑪

ら
回
復
す
る
」
と
い
う
気
象
常
識
の
一
フ
レ
ー
ズ
が
脳
裏
を
か
す
め
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
希
望
的
観
測
に
過
ぎ
な
い
。
冬
山
の
気
象
は
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
。
す
ぐ
に
白

い
闇
と
烈
風
に
包
ま
れ
た
。
厳
冬
の
岩
木
山
は
そ
の
気
象
を
分
刻
み
で
豹
変
さ
せ
る
。

（
扇
ノ
金
目
山
稜
線
上
部
）

Ｉ



調
査
を
よ
り
具
体
的
に
進
め
る
つ
も
り
で
い
る
。

ん
は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
末
尾
の
欄
に
「
有
料
化
に
は
反
対
」
と
は
つ
き

そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
鯵
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
通
年
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
２
月
２
８
日
が
閉
め
き
り
で
す
。
市
役
所
や
そ
の
他

運
行
」
に
よ
っ
て
、
森
吉
山
同
様
に
あ
の
自
然
度
豊
か
な
登
山
道
は
踏
み
の
出
先
機
関
で
用
紙
は
も
ら
え
ま
す
。

荒
ら
さ
れ
、
荒
廃
が
加
速
し
、
岩
木
山
に
登
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
、
フ

ン
と
相
手
に
さ
れ
な
い
ほ
ど
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
県
の
事
例
だ
が
…
残
雪
の
豊
か
な
山
城
で
は
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
※
特
別
展
示
・
写
真
で
見
る
「
岩
木
山
の
野
鳥
た
ち
」
へ

入
山
問
題
（
静
か
な
山
域
に
爆
音
を
ま
き
散
ら
す
．
野
鳥
の
成
長
を
さ
ま
の
お
誘
い
と
出
品
展
示
の
依
頼

た
げ
る
・
貴
重
な
樹
木
を
な
ぎ
倒
す
）
に
対
し
て
自
然
公
園
法
に
も
と
づ

く
車
馬
規
制
と
し
罰
則
も
加
え
る
方
法
を
さ
ぐ
っ
た
そ
う
だ
。
た
だ
こ
う

本
会
で
は
毎
秋
、
写
真
展
「
私
の
岩
木
山
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

な
る
と
国
民
に
対
し
て
具
体
的
に
説
明
責
任
が
生
ず
る
。
つ
ま
り
ス
ノ
ー
各
自
が
岩
木
山
の
素
晴
し
さ
や
魅
力
を
「
私
の
岩
木
山
」
と
し
て
写
真
に

モ
ー
ビ
ル
入
山
者
数
、
そ
の
た
め
の
被
害
の
実
際
的
な
デ
ー
タ
を
示
す
必
撮
り
、
そ
の
「
大
切
さ
」
を
一
般
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て

要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
行
政
に
も
こ
の
デ
ー
タ
が
な
い
。
こ
れ
で
は
規
制
お
り
、
今
年
で
１
４
回
目
に
な
り
ま
す
。

が
で
き
な
い
と
い
う
の
だ
。

こ
の
写
真
展
「
私
の
岩
木
山
」
で
は
、
主
に
外
か
ら
見
た
遠
景
の
岩
木

望辨繊姻淋阯乢翫眺訴術倣肱川頤撒川舵搬齢繊枕脳辨加鵬瓢獺伽綱撮喋が畷Ｋ〃鮒社代防叱蛎帥伽吃実感する「自然の豊さ」
そ
こ
で
、
本
会
で
は
岩
木
山
に
生
き
る
動
植
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
調
査
の
第
二
の
理
由
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
３
月
に
は
「
ゼ
プ
ィ
ル
ス
展
」
（
蝶
々
）
、
２
０
０
６
年
３
月

に
は
「
青
森
県
の
ト
ン
ボ
展
」
を
行
い
ま
し
た
。

保徽叩雌珊州誹肱舗吐鰍柵槻派附晦群出燃州瀧繍鯉鵬加、剛燃慨北撒附峪岬蜘即汕切坤棚願湖ｕ加川ｕ新灯ロ帽却弥溌～日）
が
出
席
し
た
と
言
う
。
青
森
県
で
も
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
や
っ
て

是
非
ご
来
場
の
こ
と
と
出
品
下
さ
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
る
と
し
た
ら
本
会
へ
の
主
席
の
依
頼
が
な
い
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
い
い
た
し
ま
す
。

か
不
思
議
で
あ
る
。

開
催
日
時
：
２
０
０
７
年
３
月
１
６
～
１
８
日
（
金
～
日
）

開
始
午
前
１
０
時
終
了
午
後
５
時

Ⅲ鯛則伽姉川一剛評は彫柵糊轆誠迎罹臘価噸鯛鵠鮴場所：弘前市下白銀町２１‐６
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
放
送
会
館
内
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

化
反
対
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

目
的
：
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
の
岩
木
山
で
な
く
、
実
際
に
山
中

囲
い
の
な
い
郷
土
精
神
形
成
の
「
岩
木
山
」
と
い
う
風
景
を
取
り
戻
す
に
入
っ
て
実
感
で
き
る
自
然
学
そ
の
一
側
面
を
野
鳥
か
ら
触
れ
て
み
る
こ

た
め
に
、
本
会
で
は
「
弘
前
公
園
有
料
化
」
に
基
本
的
に
反
対
し
て
い
ま
と
。
そ
し
て
、
「
岩
木
山
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
の
野
鳥
が
生
息
し
て
い

す
。

て
、
自
然
の
多
様
性
が
あ
り
一
、
こ
の
自
然
を
い
つ
ま
で
も
残
そ
う
…
。
」

弘
前
市
の
公
園
有
料
化
見
直
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
有
料
化
」
を
継
続
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
。

し
て
と
い
う
立
場
で
そ
の
質
問
項
目
が
つ
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
展
示
内
容
と
規
模
：
岩
木
山
に
生
息
（
留
鳥
、
渡
り
鳥
を
問
わ
な
い
）
し

民
の
関
心
が
な
ぜ
「
無
料
」
で
な
い
の
か
に
あ
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
を
て
い
る
野
鳥
、
岩
木
山
で
撮
影
さ
れ
た
野
鳥
の
写
真
。
Ａ
４
．
六
つ
切
り

引
き
出
さ
せ
て
書
き
込
む
欄
が
あ
り
ま
せ
ん
。
非
常
に
片
手
落
ち
で
盗
意
サ
イ
ズ
以
上
６
０
枚
。
バ
ー
下
カ
ー
ピ
ン
グ
数
体
。

的
な
も
の
で
す
。
あ
と
書
き
込
む
欄
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
会
員
の
皆
さ

④



１
．
対
象
は
岩
木
山
お
よ
び
周
辺
に
生
息
す
る
野
鳥
で
撮
影
地
は
問
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
写
真
の
バ
ッ
ク
に
海
や
岩
木
山
に
は
自
生
し
な
い
植
物
等

が
写
し
こ
ま
れ
て
い
る
な
ど
岩
木
山
ら
し
く
な
い
写
真
は
ご
遠
慮
願
い
ま

す
。
２
．
大
き
さ
は
Ａ
４
．
六
つ
切
り
サ
イ
ズ
以
上
で
、
額
を
お
持
ち
で
な
い

方
に
は
当
会
が
準
備
し
ま
す
。
（
六
つ
切
り
・
Ａ
４
）
ま
た
Ｌ
サ
イ
ズ

の
プ
リ
ン
ト
ま
た
は
ダ
ビ
ン
グ
の
Ｃ
Ｄ
を
お
貸
し
い
た
だ
け
れ
ば
当
方
で

Ａ
４
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
・
額
入
れ
い
た
し
ま
す
。

３
，
出
品
数
は
お
－
人
３
～
７
点
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
々
に
出
品
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
（
出
品
依
頼

者
：
１
０
数
名
・
目
標
枚
数
は
約
６
０
枚
少
な
い
場
合
は
会
員
の
菊
地
と

飛
鳥
で
調
整
す
る
。
）

４
．
写
真
の
説
明
文
に
は
、
種
名
・
科
名
・
大
き
さ
・
ど
の
よ
う
な
環
境

に
生
息
し
て
い
る
か
．
撮
影
者
な
ど
一
般
的
表
記
の
み
と
な
り
ま
す
。

数
多
く
の
種
を
展
示
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
重
複
を
避
け
る
た

め
、
後
日
電
話
で
出
品
予
定
の
種
名
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
重
複
が
あ
っ
た
場
合
に
は
相
談
の
上
、
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
写
真
に
関
わ
る
不
明
な
点
は
飛
鳥
和

弘
へ
夜
（
３
２
．
０
６
４
５
）
。
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
本
会
事
務
局
三

浦
章
男
へ
（
３
５
．
６
８
１
９
）
。

・
出
品
が
少
な
い
場
合
は
本
会
が
所
有
し
て
い
る
野
鳥
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
フ
ァ
イ
ル
）
か
ら
選
び
、
ス
キ
ャ
ン
し
て
Ａ
４
プ
リ
ン
ト
す
る
。

・
展
示
場
で
は
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
て
野
鳥
の
声
を
流
す
。
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
す
で
に
契
約
済
み
）

※
実
施
日
：
５
月
１
８
日
（
日
）
場
所
：
（
岩
木
山
東
麓
後
長
根
沢
沿
い
）

※
主
題
：
（
１
）
ス
プ
リ
ン
グ
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
ズ
を
見
て
森
の
仕
組
み
を

知
る
（
２
）
樹
木
と
林
床
（
３
）
春
の
野
鳥

※
日
程
：
（
当
日
の
天
気
に
よ
っ
て
変
更
も
あ
る
）

↓
ｇ
：
０
０
集
合
（
場
所
・
百
沢
駐
車
場
「
岩
木
山
神
社
前
を
岳
方
向
に
１

０
０
ｍ
の
左
側
」
）
い
っ
た
ん
こ
こ
に
集
合
し
て
か
ら
更
に
車
で
移
動
す
る
。

↓
１
３
．
．
８
０
閉
会
・
解
散

出
展
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
…

※
「
第
４
○
回
自
然
観
察
会
」
の
案
内

・
岩
木
山
を
考
え
る
会
２
０
０
７
年
度
総
会
案
内

日
時
：
４
月
１
４
日
（
土
）
１
５
時
か
ら
１
８
時
ま
で

場
所
：
弘
前
市
参
画
セ
ン
タ
ー
（
弘
前
市
桜
大
通
り
・
交
番
と
な
り
）

多
く
の
会
員
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
友
達
な
ど
を
誘
っ
て
参
加

さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
総
会
終
了
後
に
懇
親
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
懇
親
会
参
加
希
望
者
は
４
月
１
０
日
ま
で
に
事
務
局
（
８
５
．
６

８
１
９
）
三
浦
あ
て
に
連
絡
下
さ
い
。

活
動
方
針
（
案
）

１
、
岩
木
山
の
自
然
破
壊
の
監
視
、
阻
止
、
お
よ
び
山
岳
自
然
の
保
護
と

再
生
を
め
ざ
し
調
査
と
情
報
の
蒐
集
に
つ
と
め
る

１
．
重
点
的
に
「
長
平
（
鯵
ヶ
沢
）
の
種
蒔
苗
代
」
（
岩
木
山
唯
一
の
高

聰
温
順
聯
繍
攪
雌
飴
榊
倣
勵
眺
縦
馴
椛
獣
理
に
よ
る
伐
採
が
続
い
て
い

る
の
で
そ
の
動
向
に
注
意
す
る
。

３
．
登
山
道
だ
け
で
な
く
山
麓
か
ら
山
腹
に
延
び
て
い
る
林
道
沿
い
の
調

査
も
実
施
す
る
。

４
．
鯵
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
の
動
向
に
は
注
意
す
る
。

５
．
こ
れ
ま
で
蒐
集
し
た
動
植
物
の
資
料
・
情
報
を
整
理
す
る
。

※
「
林
野
庁
に
よ
る
国
有
天
然
材
破
壊
を
告
発
す
る
」

と
い
う
署
名
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
。

③
※
参
加
費
：
５
０
０
円
（
保
険
代
・
写
真
代
）
※
申
込
・
問
い
合
せ
先
・
申
込
期

間
５
月
２
日
か
ら
１
０
日
ま
で
※
電
話
で
事
務
局
・
弘
前
市
田
町
４
１
１
２
１
７

三
浦
章
男
あ
て
に
※
Ｏ
１
７
２
Ｉ
３
５
Ｉ
６
８
１
ｇ
※

「
日
本
の
天
然
林
を
救
う
全
国
連
絡
会
議
」
の
河
野
昭
一
京
大
名
誉
教
授
、

弘
前
大
学
名
誉
教
授
正
木
前
会
長
か
ら
も
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。
幹
事
会

で
は
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
３
１
日
ま

で
に
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
宛
先
に
各
自
送
付
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。



．
第
２
３
回

２
月
２
５
日

（
担
当
：
阿
部
東
）

主
題
：
岩
木
山
の
自
然
。
（
座
講
）

．
第
２
４
回

３
月
２
５
日

（
担
当
・
・
一
一
一
浦
章
男
ほ
か
）

主
題
：
岩
木
山
の
自
然
「
野
外
観
察
・
弥
生
跡
地
」
（
野
外
観
察
）

．
第
２
５
回

４
月
２
７
日

（
担
当
：
阿
部
東
）

主
題
：
岩
木
山
の
自
然

（
座
講
）

岩
木
山
の
自
然
を
中
心
に
、
人
工
物
等
に
よ
っ
て
生
き
物
（
ほ
乳
類
や

昆
虫
）
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
か
を
学
習
す
る
。

１
．
囲
い
の
な
い
郷
士
精
神
形
成
の
「
岩
木
山
」
と
い
う
風
景
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
弘
前
公
園
有
料
化
に
は
基
本
的
に
反
対
す
る
。
ま
た
そ
の
た

め
の
意
見
を
集
約
し
提
唱
す
る
。

２
．
「
岩
木
山
弥
生
地
区
自
然
体
験
型
拠
点
施
設
」
建
設
跡
地
に
は
森
林

が
回
復
す
る
よ
う
に
運
動
を
す
す
め
る
。

３
．
巨
大
ゴ
ミ
・
廃
嘘
と
化
し
た
ホ
テ
ル
「
巖
鬼
山
温
泉
・
ス
ペ
ー
ス
２

１
」
と
「
旅
籠
」
撤
去
の
行
政
指
導
を
要
求
す
る
。

３
、
弘
前
市
役
所
岩
木
総
合
支
所
商
工
観
光
課
・
建
設
課
等
と
の
連
携
を

密
に
す
る

１
．
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
沼
農
村
公
園
を
自
然
観
察
の
場
所
と
し
て
積
極
的
に

ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
と
連
携
さ
せ
な
が
ら
活
用
す
る
。
ま
た
自
主
的
に
整

備
に
取
り
組
み
、
自
然
観
察
会
な
ど
に
会
員
が
出
向
い
て
解
説
や
指
導
等

に
あ
た
る
。
岩
木
山
環
境
保
全
協
議
会
と
の
連
携
を
密
に
す
る
。

２
．
毎
年
７
月
第
一
日
曜
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
岩
木
山
清
掃
登
山
に
参

加
す
る
。

４、剛洲甑鰍揃肱靴絃撒肘剛繍轆胎僅轤富士・岩木山』を昨年
※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
の
案
内
※

受
講
参
加
希
望
の
方
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
三
ヶ
月
単
位
で
の
入
会
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

２
、
「
弘
前
市
」
が
岩
木
山
に
対
す
る
自
然
保
護
行
政
に
積
極
的
に
取
り
．
第
２
６
回

５
月
２
０
日

（
担
当
：
阿
部
・
三
浦
ほ
か
）

組
む
よ
う
に
働
き
か
け
、
こ
れ
ま
で
「
岩
木
町
と
協
力
し
な
が
ら
し

て
き
た
こ
と
」
を
継
続
す
る

主
題
：
岩
木
山
の
寄
生
火
山
・
森
山
を
た
ず
ね
る
（
野
外
観
察
と
実
習
）

１
．
囲
い
の
な
い
郷
士
精
神
形
成
の
「
岩
木
山
」
と
い
う
風
景
を
取
り
戻

岩
木
山
の
寄
生
火
山
の
簡
単
な
構
造
に
つ
い
て
理
解
し
、
春
の
植
物
に

す
た
め
に
、
弘
前
公
園
有
料
化
に
は
基
本
的
に
反
対
す
る
。
ま
た
そ
の
た

親
し
む
。

（
圏
引
雲
皆
と
衝
察
）
（
拒
当
：
阿
剖
・
三
溝
ほ
か
）

第
１
７
回
岩
木
山
の
伏
流
水
（
湧
き
水
）
（
野
外
実
習
と
観
察
）

（
担
当
：
阿
部
・
’
一
｜
浦
ほ
か
）

第
１
８
回
岩
木
山
の
石
仏
を
赤
倉
登
山
道
に
訪
ね
る（
担
当
：
三
浦
章
男
）

第
１
９
回
岩
木
山
の
す
み
れ
（
厳
選
１
２
５
種
）
（
担
当
：
三
浦
章
男
）

第
２
０
回
岩
木
山
の
蘭

（
担
当
：
三
浦
章
男
）

第
２
１
回
厳
選
－
・
岩
木
山
の
高
山
植
物
（
温
暖
化
と
高
山
植
物
）

（
担
当
：
三
浦
章
男
）

第
２
２
回
厳
冬
の
岩
木
山
を
カ
ラ
ー
写
真
で
（
担
当
：
三
浦
章
男
）

５
、
写
真
展
「
私
の
岩
木
山
」
を
市
民
参
加
型
の
写
真
展
と
位
置
づ
け
て

開
催
す
る

南

④

２
０
０
６
年
１
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
の
実
績

小
杉
沢
の
湧
水

．
第
２
７
回

６
月
２
４
日

（
担
当
：
阿
部
・
三
浦
ほ
か
）

主
題
：
岩
木
山
北
面
石
神
神
社
と
そ
の
周
囲
（
野
外
観
察
と
実
習
）

初
夏
の
ブ
ナ
林
と
民
間
信
仰
の
「
石
神
様
」
を
た
ず
ね
、
ブ
ナ
林
と
そ

の
植
生
、
石
神
様
の
由
来
を
学
習
す
る
。

■

Ｐｔ■

篭ガヘム 瀞

第
１
０
回
岩
木
山
と
人
々
の
生
活
岩
木
山
と

信
仰

（
担
当
：
小
山
隆
秀
）

第
１
１
回
岩
木
山
と
人
々
の
生
活
岩
木
山
と

農
耕

（
担
当
：
佐
藤
竹
郎
）

第
１
２
回
岩
木
山
の
雲
上
自
然
観
察
（
野
外
実

習
と
観
察
）

（
担
当
：
阿
部
・
三
浦
ほ
か
）

第
１
８
回
岩
木
山
の
信
仰
（
表
の
信
仰
）
（
野
外

実
習
と
観
察
）
（
担
当
：
阿
部
東
・
三
浦
章
男
）

第
１
４
回
岩
木
山
で
白
神
山
地
の
花
を
見
る
（
野

外
実
習
と
観
察
）
（
担
当
・
・
阿
部
・
三
浦
ほ
か
）

第
１
５
回
岩
木
山
と
信
仰
・
模
擬
岩
木
山

（
担
当
：
小
山
隆
秀
）

第
１
６
回
岩
木
山
湯
ノ
沢
・
特
異
な
景
観

（
野
外
実
習
と
観
察
×
担
当
：
阿
部
・
三
浦
ほ
か
）

広
流
水
（
湧
き
水
）
（
野
外
実
習
と
観
察
）

（
担
当
：
阿
部
・
’
一
｜
浦
ほ
か
）

石
仏
を
赤
倉
登
山
道
に
訪
ね
る

■



蟻
《
議
蕊

Ｎ
Ｈ
Ｋ
識
座
・
小
杉
沢
湧
水
観
察
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん

・
第
１
４
回
写
真
展
「
私
の
岩
木
山
」
は
９
月
１
４
日
（
金
）
～
９
月
１

６
日
（
日
）
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
放
送
会
館
ギ
ャ
グ
リ
ー
で
開
催
す
る
．

１
．
来
場
者
５
０
０
名
を
目
指
す
。
出
展
者
を
出
来
る
だ
け
多
く
し
、
多

数
の
さ
ま
ざ
な
な
視
点
か
ら
の
作
品
を
「
多
久
の
人
々
に
開
か
れ
た
写
真

展
」
と
い
う
趣
旨
を
継
続
し
展
示
す
る
。

Ｍを誕鮭蝋牌噸尿荊噸那坪蜥夘愉勵剛脳縦勵欺則脈嚇轍陣勵け

蕊
霧
蝋

ｈ 》
騨
州
塊
１
「
脾
饗
聡
日

獺》》。，鐵瀞
※
主
題
：
（
１
）
ス
プ
リ
ン
グ
エ

を
知
る
（
２
）
樹
木
と
林
床
（
３
）

て
は
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
。

蝿
【
Ｐ

Ｅ

、
召 1

■

，

綱
葛ニニョア睡凹。フ

エ
メ
ー

春
の
野
鳥

q麹

フ
ル
ズ
を
見
て
森
の
仕
組
み

っ
た
の
で
特
設
コ
ー
ナ

展
写
真
搬
入
等
に
関
し

６
、
「
東
北
自
然
保
護

の
集
い
」
に
多
数

参
加
す
る

・
岩
手
県
が
主
管

と
な
り
１
１
月
を
予

定
し
て
い
る
。
１
０

名
を
越
え
る
会
員
の

参
加
を
目
ざ
し
た
い
。

参
加
希
望
者
は
事
務

局
に
連
絡
を
し
て
ほ

し
い
。
な
お
、
会
と

し
て
参
加
費
の
一
部

を
負
担
す
る
方
向
で

検
討
し
た
い
。

７
、
市
民
参
加
型
の

第
４
０
回
目
然

察
会
の
案
内

※
実
施
日
：
５
月

』
え
一
○
。 自
然
観
察
会
と

す
る

春
・
夏
ま
た
は
秋

・
残
雪
期
に
会
員
と

一
般
参
加
者
を
募
り
、

年
３
回
の
実
施
を
考

木
山
）

３
日
（
日
）
場
所
：
（
岩

観１

趣

８
、
こ
れ
か
ら
の
自
然
保
護
運
動
は
市
民
（
農
民
や
消
費
者
を
含
む
）
運

動
と
深
く
連
携
し
、
行
政
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

宣
伝
と
啓
蒙
を
含
み
な
が
ら
他
団
体
（
自
然
保
護
・
平
和
・
市
民
生

活
・
農
村
と
農
民
）
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く

１
．
マ
ス
コ
ミ
に
会
報
を
発
行
の
都
度
、
送
付
す
る
。

２
．
諸
催
事
や
活
動
を
事
前
に
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
し
、
報
道
・
文
化
機
関

や
行
政
の
後
援
を
出
来
る
だ
け
得
る
。

３
．
岩
木
山
に
関
わ
る
観
察
会
、
講
演
会
、
登
山
等
に
講
師
、
そ
の
他
を

蜥遭》服鮒艸琳鮴鮴鱸綱淵靴勵勵駄削葬鍬悩乢赫川して林野庁に
よ
る
国
有
天
然
林
破
壊
を
告
発
す
る
。

９
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
岩
木
山
を
考
え
る
会
」
の
充
実

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
岩
木
山
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
」

と
本
会
の
活
動
・
運
動
・
意
思
等
の
発
表
、
発
信
の
場
と
位
置
づ
け
て
内

容
の
充
実
を
図
る
。
幹
事
の
中
で
Ｐ
Ｃ
を
扱
え
る
人
が
２
名
し
か
い
な
い
。

記
事
の
更
新
に
は
、
現
在
管
理
人
で
あ
る
葛
西
幹
事
と
事
務
局
長
が
当
た

っ
て
い
る
。
し
か
も
葛
西
幹
事
は
超
多
忙
で
更
新
業
務
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
よ
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
技
術
的
担
当
が
可
能
な

要
員
を
増
や
す
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
２
月
１
０
日
現
在
で
ア
ク

セ
ス
数
は
４
１
．
１
０
０
を
越
え
て
、
社
会
か
ら
の
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。

な
お
、
会
員
か
ら
の
情
報
も
写
真
・
文
章
と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
務

局
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

１
０
、
幹
事
会
と
事
務
局
の
機
能
的
な
充
実
を
は
か
り
な
が
ら
会
員
の
拡

大
に
つ
と
め
る

岩
木
山
の
現
場
か
ら

ま
だ
ま
だ
あ
る
山
麓
の
巨
大
ゴ
ミ
ー
。
ま
さ
に
幽
狸
屋

１
．
幹
事
と
事
務
局
員
の
私
的
都
合
を
勘
案
し
、
辞
退
を
認
め
な
が
ら
増

員
の
方
向
で
、
各
担
当
を
明
確
に
す
る
。

２
．
写
真
展
、
観
察
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
関
わ
り
を
持
っ

た
市
民
を
大
切
に
す
る
。

３
．
会
員
は
積
極
的
に
観
察
会
等
に
参
加
し
て
、
一
般
の
方
々
へ
の
入
会

案
内
を
す
る
。



た
た
ず
ま
い
で
門
に
は
「
旅
篭
」
と
い
う
扁
額
が
』

「
旅
鑓
」
を
頼
り
に
調
べ
て
み
た
ら
住
所
は
古
い

字
東
岩
木
山
２
９
１
３
１
１
０
」
と
あ
っ
た
。
―

た
の
で
し
て
み
た
が
「
現
在
こ
の
番
号
は
糖
わ

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

匪

こ
の
場
所
は
岩
木
山
環
状
道
路
や
山
麓
の
部
落
、

え
な
い
。
廃
屋
ホ
テ
ル
「
巖
鬼
山
温
泉
・
ス
ペ
ー

立
つ
の
と
は
対
照
的
だ
。
目
立
っ
て
も
「
撤
去
」
・

立
た
な
い
」
こ
の
建
物
は
い
つ
ま
で
も
放
置
さ
れ
、

敷
画
廃
屋
の
ホ
テ
ル
「
巌
鬼
山
温
泉
・
ス
ペ
ー
ス
２
１
」
の

近
く
に
…

会
報
３
９
号
で
山

麓
の
巨
大
な
ゴ
ミ
。

白
い
四
階
建
て
の
廃

屋
と
化
し
た
ホ
テ
ル

「
巌
鬼
山
温
泉
・
ス

ペ
ー
ス
２
１
」
は
い

ま
だ
「
健
在
」
。
ゴ
ミ

類
は
撤
去
さ
れ
、
進

入
（
侵
入
）
禁
止
の

ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
る

な
ど
し
て
い
る
と
報

告
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

近
く
で
さ
ら
に
大
き

な
「
廃
屋
ゴ
ミ
」
を

発
見
、
昨
年
二
度
に

わ
た
っ
て
調
査
を
し

た
の
で
報
告
す
る
。

こ
の
現
場
は
弥
生

地
区
を
過
ぎ
て
、
小

杉
沢
水
道
給
水
施
設

に
向
か
う
道
を
左
に

進
み
、
右
に
溜
池
が

見
え
て
き
た
ら
左
に

入
る
草
深
い
道
の
奥

に
あ
る
。
ホ
テ
ル
兼

レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う

か
か
げ
て
あ
る
。
こ
の

住
所
で
「
岩
木
町
百
沢

電
話
番
号
も
検
索
で
き

》
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
」

な
ど
か
ら
は
絶
対
に
見

ス
２
１
」
は
非
常
に
目

し
な
い
の
だ
か
ら
「
目

た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が

く
点
在
し
て
い
る
。

ろ
う
か
。

こ
の
現
場
写
真
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
。
こ
の
場
所
が
「
個
人

所
有
地
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
だ
と
「
不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
」

に
等
し
い
。
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
、
現
場
が
国

有
林
地
内
で
林
野
庁
か
ら
の
借
地
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
な
お
さ
ら
で
あ

る
。そ
れ
に
し
て
も
、
す
で
に
山
麓
に
は
「
弘
前
市
」
を
は
じ
め
と
し
て
多

数
の
自
治
体
の
ゴ
ミ
捨
て
場
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
弘
前
市
民

は
誰
一
人
と
し
て
岩
木
山
が
こ
れ
以
上
の
「
ゴ
ミ
捨
て
場
」
に
な
る
こ
と

は
望
ま
な
い
。
も
う
こ
れ
以
上
ど
の
よ
う
な
理
由
に
せ
よ
岩
木
山
に
ゴ
ミ

捨
て
場
は
不
要
だ
。

弘
前
市
、
青
森
県
自
然
保
護
課
、
森
林
管
理
署
も
本
気
に
な
っ
て
「
ス

ペ
ー
ス
２
１
」
と
あ
わ
せ
て
「
旅
鑓
」
撤
去
に
動
い
て
欲
し
い
も
の
だ
。

今
年
度
も
活
動
方
針
に
掲
げ
、
総
会
で
は
「
巨
大
ゴ
ミ
・
廃
嘘
の
ホ
テ⑥

辻

懸
念
さ
れ
る
。

こ
こ
の
建
造
物
は
「
ス
ペ
ー
ス
２
１
」
よ
り
も
高
さ
は
な
い
。
し
か
し
、

敷
地
面
積
は
「
ス
ペ
ー
ス
２
１
」
よ
り
広
い
。
そ
の
付
属
施
設
で
あ
る
枯

鯉
蟻
』
轆
露
稗
鵜
鬮
耀
聴
ば
射
蔽
雛
鞠
値
抽
選
Ⅶ
耐

心
,＃；
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蝋…霞

￣Ⅱ

糯
河
項
輝

鰯

扁
額
に
は
旅
髄
の
文
字
・
魑
蒼
と
し
た
庭
園
内

忠牟一一」円蟹辮縄ペ
鰯，

毎
．
坊
，
階

■

こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。
こ

「
放
置
さ
れ
た
建
造
物
」
恋

か
ら
も
指
摘
さ
れ
ず
、
う

れ
て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ

で
あ
る
。
場
所
は
現
在
、

百
沢
字
東
岩
木
山
」
で
髭

ペ
ー
ス
２
１
」
と
あ
わ
せ

実
を
弘
前
市
は
把
握
し
て

■

鷺口唇時

幸
い
、
「
ス

ペ
ー
ス
２
１
」

の
よ
う
に
夜

な
夜
な
若
者

が
集
ま
っ
て

内
部
の
破
壊

を
続
け
、
さ

ら
に
内
部
の

備
品
や
生
活

器
具
を
外
に

出
し
て
火
を

つ
け
て
い
る

こ
の
よ
う
に

が
「
ど
こ
」

・
つ
ち
捨
て
ら

れ
な
い
は
ず

．
、
「
弘
前
市

一
匹
あ
る
。
「
ス

せ
て
こ
の
事

て
い
る
の
だ

所
が
「
個
人

鱗

文
字
・
極
蒼
と
し
た
庭
園
内

こ
と
は
な
い
よ
う
だ

一つ出器備らを内がなのぺ
￣けし具品に続部集夜よ１幸

fててをや内けのまなうｽい
うい火外生部､破つ若に;」
にるをに活のさ壊て者夜一ス

「
放
置
さ
れ
た
建
造
物
」
が
「
ど
こ
」

か
ら
も
指
摘
さ
れ
ず
、
う
ち
捨
て
ら

れ
て
い
る

で
あ
る
。
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
は
ず

場
所
は
現
在
、
「
弘
前
市

百
沢
字
東
岩
木
山
」
で
あ
る
。
「
ス

ペ
ー
ス
２
１
」
と
あ
わ
せ
て
こ
の
事

実
を
弘
前
市
は
把
握
し
て
い
る
の
だ

く
』
府
一
個
し
て
Ｖ
る
１
局
顔
に
は
旅
髄

〃］

齊
鷲
懸
轆
岡

要
斡
ｄ
ｉ
ぷ
、
唾
細
田
沙
ね
碓
如
Ⅱ

鱸
3塁認

露
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が
「
Ｇ
Ｍ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
）
は
食
糧
問
題
を
解
決
で
き
る
」
「
Ｇ
Ｍ

食
品
で
の
健
康
被
害
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
」
と
Ｇ
Ｍ
賛
成
的
な
意
見
を
述

べ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
そ
の
論
を
く
つ
が
え
し
て
い
て

驚
き
ま
し
た
。
自
分
で
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
分
か
る
こ
と
で
し
た
。
モ
ン

サ
ン
ト
社
の
お
偉
い
さ
ん
達
は
日
常
何
を
食
べ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

聞
き
た
く
な
り
ま
す
。
自
分
で
考
え
、
購
買
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
以
上
津
軽
農
民
組
合
事
務
局
発
信
メ
ー
ル
か
ら
）

「
遺
伝
子
組
み
換
え
の
恐
怖
・
食
の
未
来
」
上
映
会
と
交
流
会
の
報
告
は

こ
れ
に
替
え
ま
す
。
な
お
、
本
会
で
も
独
自
に
今
後
「
遺
伝
子
組
み
換
え

の
恐
怖
・
食
の
未
来
」
上
映
会
と
交
流
会
を
市
民
を
交
え
た
形
で
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
下

学
生
私
は
弘

テ
ク
ノ

っ
と
お
か
し
い
な
、
と
思
う
感
覚
が
大
切
だ
。
」
「
生
協

ぶ
ん
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
こ
と
を
勉
強
し
た
け
ど
、

っ
た
ん
だ
ろ
う
か
？
」
「
多
品
目
を
作
り
た
い
。
」
「
孫
に

え
食
品
を
食
べ
な
い
よ
う
に
伝
え
た
い
。
」
な
ど
の
感
想

く
だ
さ
り
、
そ
の
会
員
が
た

産
者
、
学
生
、
退
職
教
員
、
〒

上
映
後
、
手
作
り
の
鱈
の
鍋

を
食
べ
な
が
ら
感
想
を
話
し

か
ら
考
え
る
つ
ど
い
報
告

「
遺
伝
子
組
み
換
え
の
恐
怖
・
食
〈

０
人
が
参
加
し
て
、
こ
ち
ら
と
し
一

団
体
の
「
岩
木
山
を
考
え
る
会
」
『

態
系
を
守
る
こ
と
だ
。
」
と
位
置
（

く
だ
さ
り
、
そ
の
会
員
が
た
く
さ
‘

産
者
、
学
生
、
退
職
教
員
、
元
農
水

つか

た、
..f稲

ル
」
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
監
視
し

う
議
論
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
遺
伝
子
組
み
換
え
植
物
の
恐
怖
」
自
然

「
み
ん
な
大
丈
夫
だ
と
言
う
と
き
に
、

種
子
の
支
配
を
も
く
ろ
む
多
国
籍
企
業
に
た
い
し
て

前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
の
４

女
性
に
、
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

ロ
ジ
ー
の
授
業
を
や
っ
て
、

と
い
う
感
想
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

恐
怖
・
食
の
未
来

ち
ら
と
し
て
は
大

え
る
会
」
が
「
自

と
位
置
づ
け
て

が
た
く
さ
ん
参
加

具
元
農
水
省
職
昌

料
理
、

合
い
ま
し
た
。

部
の
４
年
生
で
す

て
い
ま
す
が
、
そ

鱈 大
成
功
で
し
、

目
然
保
護
の
一

Ｌ
、
積
極
的
』

加
し
た
ほ
か
、

員
な
ど
多
彩

の
Ｚ
又
イ
、
一

時
流
に
流
さ
れ

￣

、
行
政
等
に

ラ
イ
、

の
上
映
会
と
交
流
会
に
は
６

で
し
た
。

が
、
弘
大
で
も
バ
イ
オ

こ
で
の
授
業
で
は
教
授

目
的
は
在

に
賛
同
．

、
生
協
関

乍
な
顔
ぶ
れ

卵
料
理
、

れ
ず
、
あ
れ
ち
よ

協
で
も
昔
は
ず
い

、
最
近
は
ど
う
な

に
遺
伝
子
組
み
換

想
が
出
さ
れ
た
ほ

て
は
「
怖
い
と
恩

保
護
の
視
点
事
務
局
か
ら

※
最
近
本
会
に
対
し
て
「
営
利
目
的
の
ガ
イ
ド
や
講
演
」
を
し
て
い
る
と

い
う
風
評
が
あ
る
そ
う
で
す
。
本
会
で
は
営
利
目
的
の
ガ
イ
ド
や
研
修
、

と
交
流
会
に
は
６
講
演
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
教
育
目
的
な
「
自
然
観
察
会
」

ｉ
鶴
噸
繊
楳
鐡
鵬
雛
叱
獣
削
訴
駄
羅
臓
饗
聡
」
隣
簾
肋
鰯
柵
肌
箙
賎
粉
げ
う

賛
同
・
宣
伝
し
て
リ
ー

》繍椴遡馴魅鰍鵠赫杣婿鯛鰐泓錦肺刎杣卿ⅢⅢ誹蝋』は７月第一日曜日に実
料
理
、
お
に
ぎ
り
※
８
月
上
旬
に
岩
木
山
百
沢
登
山
道
整
備
（
刈
り
払
い
）
を
岩
木
山
神
社
と

一
緒
に
実
施
し
ま
す
。

⑩
ザ
、
ｂ
Ｌ
ら
よ

皆
さ
ん
お
忘
れ
な
く
・
・
・
予
定
表
に
ち
き
込
ん
で
お
い
て
下
さ
い
。

訴
え
て
行
く
と
い

庶
務
報
告
（
活
動
日
誌
）

８
月
２
１
日
以
降
は
総
会
時
に
経
過
報
告
の
中
で
報
告
し
ま
す
。

六
月

＊
２
８
．
会
報
第
３
９
号
元
刷
り
原
稿
を
県
内
出
版
に
持
ち
込
む
。
・
幹
事
に
会
報
発

送
事
務
依
頼
の
ハ
ガ
キ
を
出
す
。
「
三
浦
」

＊
２
９
・
弥
生
ネ
ッ
ト
幹
事
会
。
・
会
費
納
入
用
郵
便
振
替
用
紙
に
記
載
事
項
印
刷
。

・
弘
前
勤
労
者
山
岳
会
役
員
に
岩
木
山
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
依
頼
の
ハ
ガ
キ
発
送
。

「
三
浦
」

＊
３
０
．
会
報
発
送
用
封
筒
宛
名
印
刷
（
３
５
０
枚
）
。
・
会
報
送
付
添
付
の
マ
ス
コ

ミ
宛
文
書
の
作
成
。
．
「
東
北
自
然
保
護
の
集
い
」
参
加
費
納
入
用
振
替
用
紙
の
発
注

と
印
刷
。
．
「
東
北
自
然
保
謹
の
集
い
」
開
催
要
項
最
終
仕
上
げ
と
印
刷
（
Ａ
４
版
２

枚
２
０
０
組
）
。
・
タ
ウ
ン
誌
「
弘
前
」
青
木
編
集
長
当
該
誌
を
持
参
す
る
。
「
三
浦
」

七
月

＊
０
１
．
会
報
発
送
事
務
。
「
竹
谷
・
工
藤
・
斉
藤
・
三
浦
り
え
・
三
浦
」
・
「
東
北
自

然
保
謹
の
集
い
」
送
付
用
あ
す
な
る
荘
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
不
足
分
収
受
。
「
斉
藤
」
・
「
東

北
自
然
保
護
の
集
い
」
各
団
体
、
個
人
宛
封
筒
宛
名
印
刷
。
．
「
東
北
自
然
保
談
の
集

い
」
開
催
挨
拶
文
の
作
成
と
印
刷
（
Ａ
４
版
２
０
０
枚
）
。
「
三
浦
」

＊
０
２
．
「
東
北
自
然
保
護
の
集
い
」
実
行
委
員
会
開
催
案
内
文
作
成
と
印
刷
（
Ａ
４

版
５
０
枚
、
青
森
県
内
団
体
と
個
人
あ
て
）
。
．
「
青
森
の
自
然
を
守
る
連
絡
会
議
」
田

中
洋
一
氏
へ
発
送
に
関
わ
る
最
終
連
絡
。
．
「
東
北
自
然
保
護
の
集
い
」
開
催
要
項
、

そ
の
他
関
係
文
書
発
送
事
務
（
封
筒
詰
め
等
）
完
了
。
「
三
浦
」

⑰

会
報
で
も
「
遺
伝
子
組
み
換
え
の
恐
怖
」
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
本
Ｈ
Ｐ
に
も
転
載
い
た
し
ま
す
。



＊
０
３
．
「
東
北
自
然
保
誰
の
集
い
」
開
催
要
項
等
そ
の
他
関
係
文
書
発
送
。
「
三
浦
」

＊
０
８
．
コ
マ
ク
サ
の
確
認
と
岩
木
山
各
登
山
道
の
調
査
。
「
工
藤
・
斉
藤
・
三
浦
」

＊
１
０
・
仮
称
「
岩
木
山
神
仏
融
合
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
構
想
に
つ
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前

文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
参
画
を
依
頼
さ
れ
て
打
ち
合
わ
せ
会
に
出
席
す
る
。
「
三
浦
」

＊
１
２
・
青
森
県
「
あ
お
も
り
水
辺
の
郷
」
事
業
と
し
て
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
沼
が
選
定

さ
れ
た
こ
と
の
連
絡
と
そ
の
た
め
の
会
議
の
案
内
を
受
け
る
。
「
三
浦
」

＊
１
５
．
「
つ
が
る
市
教
育
委
員
会
子
供
会
育
成
事
業
・
岩
木
山
登
山
と
自
然
観
察
」

案
内
・
解
説
・
指
導
に
あ
た
る
。
「
工
藤
・
三
浦
」

＊
１
６
．
「
０
６
年
度
岩
木
山
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
参
加
者
乗
車
手
配
。
「
三
浦
」

＊
１
７
．
５
６
年
度
岩
木
山
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
。
参
加
者
「
清
野
・
工
藤
・
斉
藤
・

竹
谷
・
阿
部
レ
・
三
浦
り
え
・
小
田
切
・
三
浦
」

＊
１
８
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
実
地
観
察
の
こ
と
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
。
・
青
森
県
「
あ
お
も
り
水
辺
の
郷
」
事
業
協
議
会
発
足
会
議
、
県
農
村
計
画
課
長
、

同
主
査
、
市
岩
木
支
庁
商
工
観
光
課
、
常
磐
野
町
会
長
が
参
加
。
「
三
浦
」

＊
１
９
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。
講
座
新
受
講
者
と
実
地
観
察
。
「
三
浦
」

＊
２
０
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
識
座
「
湯
の
沢
実
地
観
察
」
の
事
前
調
査
と

案
内
道
の
整
備
。
「
竹
谷
・
一
一
一
浦
」
・
弥
生
ネ
ッ
ト
幹
事
会
参
加
。
．
「
三
浦
」
タ
ウ
ン

誌
「
弘
前
」
表
紙
写
真
収
受
。
「
飛
鳥
」
岩
木
山
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
１
写
真
展
示
の
こ

と
で
木
村
氏
に
連
絡
。
「
三
浦
」

＊
２
１
・
東
北
自
然
保
護
の
集
い
県
実
行
委
員
会
会
議
資
料
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
文
化
セ

ン
タ
ー
講
座
「
湯
の
沢
実
地
観
察
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
。
「
三
浦
」

＊
２
２
・
東
北
自
然
保
護
の
集
い
県
実
行
委
員
会
、
青
森
市
。
「
斉
藤
。
阿
部
・
三
浦
」

＊
２
３
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
「
湯
の
沢
実
地
観
察
」
１
９
名
参
加
。
「
阿

部
・
竹
谷
・
斉
藤
・
三
浦
」
・
会
員
奈
良
岡
豊
氏
八
甲
田
山
寒
水
沢
遡
行
中
事
故
死
。

＊
２
４
．
「
弥
生
ネ
ッ
ト
」
か
ら
弘
前
市
長
に
提
案
す
る
い
わ
ゆ
る
「
弥
生
問
題
」
に

対
す
る
提
案
響
内
容
の
添
削
文
を
事
務
局
に
送
付
す
る
。
・
奈
良
岡
豊
氏
宅
弔
問
。
・

青
森
県
「
あ
お
も
り
水
辺
の
郷
」
事
業
協
議
会
の
こ
ど
で
岩
木
支
庁
に
問
い
合
わ
せ

る
。
「
三
浦
」

＊
２
５
・
弥
生
跡
地
問
題
訴
訟
公
判
の
た
め
青
森
地
裁
に
出
向
く
。
「
阿
部
・
三
浦
」

＊
２
６
～
２
７
．
「
若
竹
の
会
」
岩
木
山
登
山
研
修
の
講
師
と
し
て
参
加
。
「
工
藤
・

阿
部
・
三
浦
」

＊
２
７
・
岩
木
山
「
コ
マ
ク
サ
」
の
状
態
確
認
（
３
回
目
）
「
工
藤
・
阿
部
・
三
浦
」

＊
２
８
．
「
弥
生
ネ
ッ
ト
」
弘
前
市
長
宛
提
案
文
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
意
見
を

事
務
局
に
送
付
す
る
。
岩
木
山
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
展
示
写
真
の
入
れ
替
え
・
木
村

忠
義
氏
の
作
品
展
示
。
「
三
浦
」

＊
２
９
・
日
本
山
岳
会
青
森
支
部
長
・
下
山
氏
か
ら
当
日
ブ
ナ
植
林
事
業
と
重
な
っ

て
「
東
北
自
然
保
護
の
集
い
」
に
は
参
加
で
き
な
い
旨
の
連
絡
が
あ
る
。
「
三
浦
」

八
月

＊
０
２
・
青
森
県
「
あ
お
も
り
水
辺
の
郷
」
事
業
に
つ
い
て
常
盤
野
町
会
が
本
会
と

協
議
会
を
組
織
し
た
く
な
い
と
の
意
向
で
あ
る
。
よ
っ
て
外
れ
て
ほ
し
い
旨
の
連
絡

が
県
か
ら
あ
っ
た
。
．
「
弥
生
ネ
ッ
ト
」
幹
事
会
に
出
席
。
「
三
浦
」

＊
０
４
．
「
東
北
自
然
保
護
の
集
い
」
赤
石
川
を
守
る
会
か
ら
問
い
合
わ
せ
。
「
三
浦
」

＊
０
６
．
「
東
北
自
然
保
護
の
集
い
」
宮
城
・
仲
居
氏
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
。
「
三
浦
」

＊
０
９
．
「
東
北
自
然
保
護
の
集
ど
「
人
甲
田
・
十
和
田
を
愛
す
る
会
」
代
表
久
末

正
明
氏
か
ら
「
南
八
甲
田
山
無
断
伐
採
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
旨
の
問
い
合
わ
せ
。

「
三
浦
」

＊
１
２
．
「
東
北
自
然
保
謎
の
集
い
」
白
神
山
地
を
守
る
会
・
永
井
雄
人
氏
か
ら
報
告

に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
。
「
三
浦
」

＊
１
５
．
「
東
北
自
然
保
誰
の
集
い
」
赤
石
川
を
守
る
会
か
ら
問
い
合
わ
せ
。
「
三
浦
」

＊
１
６
．
「
弥
生
ネ
ッ
ト
」
幹
事
会
に
提
案
す
る
自
然
体
験
型
施
設
予
定
地
跡
地
の
観

察
会
実
施
計
画
の
作
成
。
「
三
浦
」

＊
１
７
．
「
弥
生
ネ
ッ
ト
」
幹
事
会
に
出
席
。
・
岩
木
山
神
社
か
ら
百
沢
登
山
道
刈
り

払
い
日
程
の
連
絡
。
直
近
の
こ
と
な
の
で
関
係
者
に
電
話
。
「
三
浦
」

＊
１
８
．
自
然
体
験
型
施
設
予
定
地
跡
地
の
観
察
会
実
施
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
持
参
で
掲

載
依
頼
に
東
奥
日
報
・
陸
奥
新
報
に
出
向
く
。
「
三
浦
」

＊
１
９
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
講
義
の
た
め
の
資
料
の
作
成
と
下
調
べ
。

「
三
浦
」

＊
２
０
・
岩
木
山
神
社
に
よ
る
白
沢
登
山
道
刈
り
払
い
に
参
加
。
「
阿
部
・
斉
藤
」

。
Ｎ
ｎ
Ｋ
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
（
座
講
）
「
津
軽
富
士
・
岩
木
山
」
（
赤
倉
登
山

道
に
石
仏
を
訪
ね
て
）
１
６
名
参
加
。
「
三
浦
」

中
弥
生
ネ
ッ
ト
の
昨
年
最
後
の
幹
事
会
で
「
今
後
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
「
弥
生
跡
地
」
に
関
わ
る
問
題
は
行
政
訴
訟
で
は
「
敗
訴
」
埴
が
裁
判
所
が
述
べ
た

「
訴
訟
の
過
程
」
で
は
「
弘
前
市
」
に
真
筆
に
反
省
を
求
め
る
な
ど
、
ま
た
市
長
が
代
わ

り
私
た
ち
が
要
求
し
た
よ
う
に
政
策
の
変
更
が
な
さ
れ
一
応
成
果
を
見
た
と
結
論
づ

け
た
。
よ
っ
て
「
弥
生
ネ
ッ
ト
」
は
し
ば
ら
く
「
休
止
」
す
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
先
日
の
陸
奥
新
報
に
よ
る
と
「
弥
生
跡
地
、
弘
前
市
と
弘
前
大
学
と
共

同
研
究
を
し
な
が
ら
方
向
性
を
決
め
て
い
く
方
針
」
と
あ
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
だ
と

市
民
の
声
を
聞
く
前
に
レ
ー
ル
を
敷
い
て
し
ま
う
以
前
の
市
政
（
姿
勢
・
施
政
）
と
何
ら

変
わ
ら
ず
「
市
井
（
し
せ
い
）
」
の
政
策
と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
？
と
首
を
か
し
げ
て

し
ま
っ
た
。
休
止
な
ん
か
し
て
い
ら
れ
そ
う
に
な
い
気
配
濃
厚
だ
。
（
以
上
Ｍ
）

編
集
後
．
記

会
報
「
岩
木
山
を
考
え
る
」
第
四
十
一
号
（
二
○
○
七
年
二
月
十
日
発
行
）

発
行
・
岩
木
山
を
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え
る
会
・
会
長
阿
部
東
・
事
務
局
長
三
浦
章
男
・
事
務
局
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